
☆
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
に
反
対
で
す
！

そ
も
そ
も
「
集
団
的
自
衛
権
」
と
は
？

◇
自
衛
権
」
と
は
、
自
分
の
国
が
攻
撃
さ
れ
た
時
に
反
撃
す
る
権
利
の
こ
と
で
「
個
別
的
自

衛
権
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

・
こ
れ
に
対
し
、
自
国
が
攻
撃
さ
れ
な
く
て
も
、
自
国
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
同
盟
国
な
ど

が
攻
撃
さ
れ
た
場
合
に
も
「
反
撃
」
す
る
権
利
を
持
つ
と
い
う
考
え
方
が
作
ら
れ
、
こ
れ

を
「
集
団
的
自
衛
権
」
と
呼
び
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
他
国
防
衛
（
他
衛
）
」
で
あ
り
、

決
し
て
「
自
衛
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

．
．

・
つ
ま
り
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
は
、
自
衛
の
名
の
も
と
に
、
結
果
的
に
「
戦
争
を
始
め

る
こ
と
」
な
の
で
す
。

◇
七
月
一
日
夕
方
、
安
倍
内
閣
は
臨
時
閣
議
で
、
他
国
へ
の
攻
撃
に
自
衛
隊
が
反
撃
す
る
「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
」
を
認
め
る
た
め
に
、
憲
法
解
釈
変
更
の
閣
議
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

◇
現
憲
法
の
下
で
の
歴
代
政
権
は
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
は
「
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
」
と

判
断
し
て
き
た
の
に
、
今
回
の
閣
議
決
定
は
、
そ
れ
ら
を
大
転
換
さ
せ
、
海
外
で
の
武
力

行
使
を
禁
じ
た
憲
法
第
九
条
の
趣
旨
の
根
本
を
読
み
替
え
、
平
和
原
則
を
崩
す
歴
史
的
暴

挙
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
く
、
到
底
許
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

◇
ま
た
本
来
は
、
こ
う
い
う
国
の
根
幹
姿
勢
に
関
わ
る
こ
と
こ
そ
、
国
会
で
議
論
し
、
国
民

の
賛
否
を
問
う
て
し
か
る
べ
き
も
の
で
す
。
し
か
る
に
、
安
倍
政
権
は
、
国
民
の
反
対
が

多
い
が
故
に
、
国
会
で
の
議
論
を
避
け
、
身
内
の
内
閣
で
決
定
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

◇
た
だ
、
こ
れ
で
す
べ
て
決
定
（
出
発
）
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
解
釈
改
憲
に
基
づ
い
て

多
く
の
法
律
を
準
備
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
成
立
に
も
様
々
な
形
で
反
対
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

◇
子
ど
も
や
孫
た
ち
に
、
戦
争
を
さ
せ
な
い
た
め
に
！
・

二
〇
一
四
年
六
月
八
日(

日
）

第
五
六
九
回
憲
法
を
守
る
平
和
行
進

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

◆武力で平和は実現しない。武力で国民は守れない◆

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



〔
日
本
国
憲
法
第
九
条
〕

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、

武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放

棄
す
る
。

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交
戦
権
は
、

こ
れ
を
認
め
な
い
。


